
今年度初めての音楽朝会
去る6月8日（水）今年度初めての音楽朝会が行われました。
音楽朝会は、低学年・中学年・高学年に分かれて合奏や合唱を発表し、練習の成果を発表し合うことと、他学年の合奏や

合唱を鑑賞したり，一緒に参加したりすることで音楽に親しむことをねらいとして、年間5回開催する予定です。
初めての音楽集会では、担当学年の5・6年生が平和に関する詩の群読をした後、5・6年生のアルトリコ

ーダの伴奏に合わせて、幼椎園生～4年生で「月桃」を歌いました。素敵なアルトリコーダの響きに、子どもたち

の声が合わさり、松田つ子全員で奏でるメロディが梅雨空を明るくしてくれました。
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16月23日慰霊の日が今年もやってきます。戦争は　いやだ　戦争はいやだ　戦争はいやだ

i　ぼくは　戦争をしらない　戦争は人の命をうはい，全てのものをうばうという
そんな戦争が　今でも　どこかで　続いている　どうして？

ぼくは　戦争を知らない戦争は　家族をばらばらにし　人の心を　メチヤクチャにするという
そんなはかなことが　いつまでも　やめられない　どうして？

ぼくは　戦争を知らない　美しい山や　自然が　戦争でこわされ
明るく　おだやかな生活が　戦争でなくなっていくという
そんな悲しい事が　ずっと　終わらない　どうして？

ぼくは　戦争はいやだ　友達と　一緒に笑い　家族と　共に　食事をする
そんな　普通のことが　いつまでも　続いてほしい

ぼくは　戦争はいやだ　月桃の花がさき　青い海で　元気に泳ぐ　そんなことが　ずっと　続いてほしい

ぼくは　戦争が　いやだ　学校で　授業を受け
誕生日を　みんなで　祝う　そんな　当たり前のことが　なくなってほしくない

今　ぼくにできること　仲間を大切の思うこと　仲間と協力し合うこと
そして　いやだと思うことは　はっきり　NOといえること

今　ぼくにできること　戦争がいやだといえること　戦争のこわさを　伝えていくこと
そして　みんなで　平和を　願うこと

ぼくは　戦争を知らない　でも　ぼくは　戦争は　いやだ
今　ぼくにできること　毎日を　大切に　生きること　人の痛みを　感じること　平和な今に　感謝すること

戦争は　いやだ　戦争は　いやだ　戦争は　いやだ
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